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1. 塩ビの燃焼特性

1.1 一般

塩化ビニル樹脂（塩ビ又は PVC という）は、熱可塑性
樹脂であるが、安定剤、可塑剤、充填剤、難燃剤、顔料な
どの添加剤を配合して混合物（コンパウンド）にし、それ
を成形加工して軟質から硬質まで幅広い塩ビ製品をつくる
ことができる。

可塑剤を任意に含む軟質塩ビを PVC-P、可塑剤を含ま
ない硬質塩ビを PVC-U、PVC を後塩素化した塩ビ樹脂を
PVC-C と各々呼ぶ。

1 では、燃焼熱、燃焼生成物、着火性、燃焼発熱量、火
炎伝播、煙の発生、煙の影響など塩ビの燃焼特性につ いて
解説する。

1.2 燃焼熱

一般的に可燃性材料は炭素と水素の化合物でできてお
り、完全に燃焼すると炭素は二酸化炭素 (CO分、水素は
水(H心）に な る。 こ れ ら の 燃 焼 熱 は高く、水 素 が
141.SkJ/g、炭素が32.SkJ/g である。よって、炭素と

表1.代表的な炭化水素化合物の燃焼熱水素からなる炭化水素
ー化合物は、一般的に燃

メタン (CH心 55.5 焼熱が高い。代表的な

エタン(C砂） I
|
I l 51.9 炭化水素化合物の燃焼

プロパン(C3印） 50.4 熱を表1に示す。

ブタン(C叫） 」 49.5 

ポリエチレン

II 
47.7 物質 中にヘテロ原子

が存在すると、炭素と
ガソリン 約47

水素の 比率が減少する
ケロセン 約46

ため、通常は燃焼熱が
パラフィンワックス 約46 減少する。ヘテロ原子
ポリプロピレン

II 
45.8 を有する代表的な物質

ポリスチレン 43 7 の燃焼熱を表 2に示す。

表2. ヘ テロ原子を有する代表的な物質の燃焼熱

一
ポリフェニレンオキサイド 34.2 

ポリアクリロニトリル i i 32.0 

ポリアミド（ナイロン6、ナイロン66) 30~32 

ポリカ ー ボネ ー ト
II 

31.3 

ポリウレタン 24~32 

ポリメチルメタクリレー ト 26.8 

ポリエチレンテレフタレー ト II 24.l

木 19 ~22 

紙 II 
16~20

PVC（樹脂） 18.0 

セルロー ス II 17 5 

PVC-P（コンパウンド） 11 ~27 

PVC-U（コンパウンド） II 10~ 15

PVC-C（コンパウンド） 6~8 

ポリテトラフルオロエチレン ゴ「 6.7 

塩ビ単独の燃焼熱は18.0kJ/gで、添加剤の種類及び配
合比率によって変化する。

1.3 燃焼生成物

塩ビの主な燃焼生成物を表 3 に示す。実際の火災におけ
る生成物は、一般的に塩化水素、炭素、水、二酸化炭素、
一酸化炭素の 5 種である。有機材料が不完全燃焼する場合、
燃焼の状態によって不安定な中間体が生成することがある。

表3.塩ビの主な燃焼生成物 これらの燃焼生成物の相対
ー的な量は、火災シナリオと、

塩化水素 HCI 塩ビ製品に含まれる組成成分

炭素 C によって異なる。塩化水素が

水 H20 放出される（脱塩化水素）温

二酸化炭素 i CO2 度は、燃焼が起こる前で、約
200℃である。そ の他の塩素

一酸化炭素 co 

化されて いない物質 は、火災
ベンゼン 7 C6H6 

時には通常、それより高い温
メタン CH4 度で放出される。 これには添
エチレン C2H4 加剤とそ の燃焼生成物も含ま
メタノ ー ル CH30H れる。塩素を含む燃焼生成物
アセトアルデヒド CH3C H 0 も、燃焼条件により放出され
アクロレイン CH2=CHCHO ることがある。

ホルムアルデヒド HCHO 塩ビの分解プロセスの概略
ギ酸 HCOOH を以下に示す。

第1段階： HCI が脱離し、自己触媒による脱塩化水素化が
起こる。
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第 2 段階：環化及び芳香族化が起こり、炭化物と非塩素化
化合物が生成する
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第 3 段階：炭化物が酸化し、主に CO と CO2 が生成する

加熱酸化条件において、低濃度で観測された生成物（表
3に記載した生成物以外で塩化水素を除く）を表 4 に示す。

表4.炭素、水素、塩素を含む塩ビの燃焼生成物

クロロベンゼン C6比Cl

1,2—ジクロロエチレン C6出Cl2

ジクロロベンゼン C6出Cl2

トリクロロエチレン C6出C|3

1,3—ジクロロプロペン C3出Cl2
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